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Mロケヅトドよゐ斜1塗衛星訂画

　日三和4マ∠手ワ月

象京フマ塗宇宙航空石畳う↑1
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工．Mロケット計画

1．Mロケット開発の’喚・要’｝生と経玉邑，

　わが画の雫留観測用ロケヅトは、曽和33年、高度60陥1

のK－6型ヵ、ら蓉ミ発し，，髪見虎石牙究の要身ぐ1ミノ応じて’辱凸ノ；～改良と

六型化バイ了なりれ、昭和38辱IUよ2段：式’ラムダロケットし

一2型、　39と『『≡ししミ1ま3・｛霧とi式L－3型力球彪，威し、　く二γししζ、芙って

高度Loook轍の雇見測が可能になつrく。ラムタ・（ム）ロケッ

トの働は．ロケッ雨意推鹸の両面ヵ・ら択・軌道富

力をもつロケットま国産する可能性を示しτ磁のであり・昭

和3q年3月ドiよ，しにつつく六型1観測ロケットとして，直

径L4帆のミ’ ?[（M）ロケヅトの矛2段モニタの地よ燃焼試

験’が，成功し、衛星打」二、ゆ痴人型、ロゲヅト開発の見通．しができ

汽。

　論語すでに嗜～宙斜、i剃看のF爵IUま、観測ロケット計画iO延

長として，斜掌衛星計画を立てようとの横面旗あり硝L学闇

係看の間択も、そγぽでに蓄寵して来た観測ロケヅトの技術

左基盤として．ミれR衛星を軌道に入恢ろτ（めの、、くっヵ、の

新しい技術左加えみことによっr乙衛星才丁上1チロケット三保

り上．1アよ：うと．の希望か評強こ・ま：っτて・

　打上け；用ロケヅトとしてのMロケヅト0醗、　飛行制御

（1）

技術の沼碗．閑発打紐備施言受の建設等1心す族醐左旋

ノ直すゐ乙、7技ネ刀の偉了星キ丁よ＝1ヂ1ま”仁心04・2年～43年忌．：予定で

’シしγミのて・、　ζシUて、Kって、タト1封R才丁」」1ヂ左4歯応頁しないでO、

斜学者ヵ、ら七回でシtる盛期尉、画工面識鷲舵の見即

しR茎生し7’くのであみ。．

　Mロケッ1一｝＝よゐ斜学衛星計画ば，昭和41年の申宙開発

日

→

舗知おいて福沸、駄徽丁上り靱びその綱に●

関す娠嬬梱につい℃．の建議のなかに、脇n42坪灘目

途拭矛1号怠学衛星．を打ち上ゆ、封召：和45年度までに蜘固の

料学衛星をキ丁ち上．1丁・ろミと玄日面とすみ旨バ述べらンしていろ。

M町ット派私の計画1よ・衛星拡1物鮒左段階的

1暴き上ゆ論士危庸星の軌道Rつ、・てば、初心の衛星観　　、

測R関する歯学渚側の要求・に見償う程度り簡単なシステAあ

ら1渦輪ついで臨則の高級短評イ乙0誓烈て応駅、訊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
に通’すみ高、級数ロケ・ソトシステムの蘭発へど計画を1進めな《

とRなっていみ，

　楚行制御Rついては、終しぶラ字全：柱、開発に要する期蘭

虫：を考慮、の上、最初ば最終く段周ケットの麟i飾竈劣りのみを猛な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qう方式とレ、引舌つグいマ制御を順潔下の段に沿訳ぼして瘡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’竹制御の精喫化をばかゐ徳ナ終め∫く煉瓦Mロケツ授

の＆のによゐ面し玉う巽鹸1ミ完：立って、K，し、，およ：もヒ、1、型

ロケットによう飛しょう1契、験’を大巾冨1ミ採、困し、石拶巳開発を効

　　　　　　　　　　（2）
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率的1て行客うミとを考えr（・

　Mロケ・ノトシステムと．して：最初の形式であるM－4・SRつ

いて1ま，上言もの眉雪十1ミしrてバフて、三智；和40年から’】ぐ型、1］ケ

・ソト1こよう嚇し、ドう喫、験ヵ酩・ま、リ、｝ヨ召電041年力、らi；r乙一4

Sこくより，M－4S・全射ケッ1一システムの相似契駿ヵや始・めら

る／しrて。そして一喝召：匁］・45’年2月1マ1まムー。4・S一ちr‘く、浜ってン）

ヵく固初の人陰衛呈「ち喬可み」が生来レし、ζのシステムが凹き忍

ミ1／t政。ついでミれらの技衛経験ゑしと1ζレて、M－4Sに

浜ゐ衛星打」Lゆ実験：が，瑠知45年『月1ミ始bめらレしτ（．如し

久、刃召和46辱・2月RlよM－4S－21こよリ言式愚籟i旨星「たんせ覧1」

バ、1司年『目KばM一．4’S－3Rよリ1れ玉壷山面呈減俸、ヨ

が軌道Rのつτて。

招額47年舖lq細一4S－41こよフて矛2号心学衛星

を打ちエ1下る尋定であみ．　　　　　　　　　　　9

2．Mロケζソト言十画の概雫と拓穿1和4了甲皮におけ’るぎr画の変更夷ミ　・一

2．，1　M－4S，M－4∫C，　M－4∫Hお・よ：ひ・一M－4∫∫計画．　．　．

初期の科学衛星（1号ゐ・よぴ・2号）の才丁上勝‘ては、M－4s羽

子いみ。ζれは：：最：終殺ロケットの才丁虫レリ前して，その姿…勢を

麟rフκ乎の方伺1て帯ける婆鱗11御一翼をもつものであ孤フ

いで昼行制御主頭次下の段までおよ峰すことに」くって、繭終

段打卜しの徽野駆碧く迩づσ、こ帆1芯って予定の衛星

紛（

一㌔、ノ’

．軌道禦硯の撤洋上を図ろミとど、推i進薬ならび質機／離毫造

の図面抱てロケットの柱能向上掴次とが計課取

＼・砺こり己娘1まつ⑭方釦こ従㌶進めら無生すく．

ω．M－4Sの矛2涛3殺1て2痴ll鰯勧ペクDレ制御

（以、脅灸TVCと旧｛鍬’すみ）ま施こし●τくM－4SCを開発し、こ

れ1・ミよって3、　4号のフ緋学衛垂とま1才丁ち」二1丁、そ）o．

（2）．昨4・scの各論ゲツト忌積雨応化と高櫛雛●

遙薬の便閑と1こ工って・注能面」二しrくM－49H、ならび1ミ穿

1段モータの長械増す建Rよってロケット能艇増強し

、かつ矛1段にむTVCを狩け了ζ図一4∫∫ま閣捲し、こ｝4、

らRよっ篤号以降の科輪星甜ち卸下ゐ。伽、M－4

SHは：のち1ミ矛1｛役1ζも’TVCを乍rlTるよう飲諭すゐ。

　これらの計画1て傘勇な「「VC技庸Rつ、、て1ま、次節1こ述べ

ろように、爵召和42年から活矛究水1♂ひめら申し、K、　L、M’各
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
級のモータ1こつい⑰旭燃焼熱蜘ミ行なり脈来τく・そレ

て昭和44．年力1らK級ロケットドよゐ遍し患う実験ヵ丈感けめ

ら悩し、ミセしバ高命了しマ、王台石功まし、一4∫Cによゐ画し5う喫

験計画が遙行中であみ。

　Mロケットそのわの尺ついては、M－4．SCの予備実、験ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」して、M－3じの歯し歩う喫：、験バ予定冥シしていτく。’

　一方モータの推能佃上1こついては、昭和45隔年に才1毅：延

長：型モ．一タ（M－11・），4・丁年にr宇1夢彙才色遙薬改良モー・タ（Mづ2）

　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　　一
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の地L蕉焼直脚力瞬威織獅ぬ尉こ構艶軽量化1くついて

矛1段モータのゼタメント継午改良型、上段甫FRP毛一ダ

ケー矯の試作．言治癒輸M由りぺ臆初繍力、
ら、駕受ロケ・ソトの，｝生能伺上斗こイ＞1いてひ一二応の見、通レ然碍ら

れ，ていや4．’：．　．　1．　　・　㌧

　　　　　　　　　　　　　ロ2．2M＿3じ計画ならびkそれに伴う計画の変更．ト1一．

　M－4SCの予備心内験；機’とレてoM－3Cの段ネ生成は：、は：』

圃款のとおり冬あっ瓦．．
F一一．：一． E1．…：一屈一一☆一

　才「段：M一’0，学2段；M－2ρ（TVCう寸ミ）：∫∫9

　潟『3喜粟：M－30ダミー1牙4殺：：M一・40（蓮i量減）：、

　その後：伽険討によ孔ぼ、ダミrである才3段を省き’、．牙2

段り上に直面M－40（全薬量）左証アrて3段式は、30晦

柔呈度の衛星を軌道｝くのせ：る省色面；i三文）っミ’とメバわ、カ、リ、さらに

ラP3：性肉どしてM一一40よ9・幾：らかプ、さい翅～形モータM－3A

（M－40の直径・0、786帆に詩しマM－3Aの直’径ば約1、1帆）

窺い、腔段‘誰麟改鯉M一’z2を臥・ることに勘

て・70k浄四劫催の打跡が可能筋裁と欄ら鯨

なつτぐ．しrてバって、これまでM－4SCIくよって打ち上ゆ

み計画であっ汽3号およ傍4号科孕衛星ぱ、M－3じRよっ

ても；打ち上1ヂら瓦ゐ見込みと卒フ1く。従士4段式として考え

ていr（衛星打上ゆロケットの段数を節約して3段式払レて設

言ナでき　ろ基　う　1てア」＝つ　1気の1よ。　こをしまで‘て勿暑，らγしτく経験R｛レと．

　　　　　　　　　　（5）．

、

つく技術上の遙歩1啄紬のである。家r（一方ドお・・℃4・

毅式の：場含は矛2、矛3段にTVC装置を要すろのド対レて

・3扱式で駅雌れ段rご吻て柚ブ伽蒜、・．の魚御⑭

襖轍噺リ’ k頼餉上の餉・ら捌鰍秘双縦い
’と．考えらγしみ。　　　　．　．　　　1　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　上の事蔚力、ら、M－3Cの計画王変更しrてい考え．であるが

、ミ猷臥牙3段M－3A無調蛎突砕2Zについて、’●

昭知4心々～4曾年1て地上燃焼柴験にあってそ9，｝生能乞確認

すゐ’坐要がある・　　．．　　　：

　この政め、47年，度にそ定していrくM－3しの姦しあう実

験と4曾年度に延期し、これ1矧半ラr気3号科学衛星の打よ」『．

1ヂを．その2・回忌1ミようものとレて4曾年ノ斐に。4号：1斗学衛星．

の打上ゆを、同ひく3号椥によう白りとして聰加ぢ0年捜k

延其直し7’く＼、o　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　ま丁く、旧号．4号確了星．の肇…勢・婁～定愚民御薪二1て関すろバ・五言式衛｛　．

星を乙一4S－61くよって47辱ノ斐内1く打ち上・けもる予庫であ

うrて孤ムー45より遙か1踏載育旨力の鎚い砕3cで打　．

ち上1ヂる方衣1契験の冒的‘くかな・うと考え、これと49年度り．

M－3C－IRよっ．て打ちよ」チること・1てし汽い・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d　新しいM－3Gの概要歪学3節R激す。

　M－4ε目，おこよひ：’図一4SSIま、M－3c開発i研呪の結”

果．と基》礎にして従、来通り4．段構威01コケヅ｝・とす有計画であ

　　　　　　　　　　（6）
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リ、‘号二二衛星をM－4Sヒ1により紹和引年；度K・ま六

6号科1孕衛星をト4－4、SSRよリ冴召＝和ζ墜2左心度区打ち」こけ蕊ろ

予定であ；る。一．．，　．．．　．．　＿．　．．　．．　二．

2．3膏輪榊　『『層曾：．：　1∫：．’1．1－

2．3－l　i姿i勢～制徳P　．・

　貢召知3q年よ940年1くか1丁て、以イ灸；喚雫とな’る「ゴり㍉1－9

刷徹妖惑心隔於繍，し’亡鎌・，M－4εの獄．
け：方・式と．し門く：＿一　ド　．．　一．．一て．一．。＿＿　i　．．．一。．

　　　才1段：動皐定　．ゴiじ　　．1　　・〔一

　　　矛2殺；スロン宇定

　　　矛3諺突：スむン肇定　∬『1　　　馳一’一’一’

　　　牙4段ポ打2ミ’レ前1く姿；勢制御、のちスピン’妻定’

の方鋤㈱顧れk武幅て三二す藤二四轍勘畝ψシ

テースル云1冷い気テー7♪曜織体と逝細1こ回転ミtろ

ことR脚て慣1腔聞1心止て齢方式とし丁ζ・款．挙

喫袈制御エンジンとレて1まご曾個のH202サイドジェット三富

いることとしτ＜o

この～麹制御鑓ば、聯n40銅1則ほずk一’o－1

によって試験回れ、ついて・珊和4・1辱二三以降、乙一4S2

レ4丁瀦醐一3Pにようて試験ヵf動ら蜘その機能

の碓認と信頼柱の向エバ行なり択な。

　そしr《．ヨ召：和45年Z目のムー4S一ぢ，昭和46年2目

　　　　　　　　　　　（7）

　のM－4S－2沿よび同年q目のM－4．　s－3Kおいrく告π

　の点心の人工衛星ま軌道k勲みことができ、この～纏刷

　御羅王田・＼焔上嚇式の枷ギ構繍轍甑の域薩

　し↑（。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　奪勢制御茨置の構成ドつ・・魚開発の経謡詠出÷嵌1く示飢

　2．3－2誘無血　『二．

　　D拗ぺ外ル糊（丁vc）▼　　　　　●
　　軌道：密話伺虹の†くめに・：推力細行熟して轟け’るロケットの’制

　御ま1看了う2次u責妥寸TVC茨置1ミっ、、て1よ、’｝1召斥ロ42年よりK，

　し、，Mモータしこついてオンオフ制御のみならすミ比例制稚Pを含

　　　　　　　　　　　　　　　　イ　めγ「く地上二実、験力“そ了ブ～こレつレし・て　寺　ko　幽

　　聴し不う実、験としてiま、月召家044年2月PT－420による

●丁VG作動試駆始批レて溜和45鋼目Kは終10Cr3

によフ紳士鞍齪含め総出そ了鰍・でら1て蜘●
46年9肖｝てはし、一4S（ニーllてよってヒ。ツチフ。ロ7ラム1臼判

い汽織’三諦演バ行なわ帆k，’今後9昭知4ワ坪度1て予定して

いろムー4SC－21く引き糸彪き、　L、一4S型、で総合試験～勤了なって

TYC枝狽了の万壬究を遙め、　Mロケットの開発1こ役立なぜ．ろ’誹．

画であみ。

　Mロケ亀ットiミつし、・マ1ま：、M－3（ンーllてさてつ‘で．封敬r4・3菊㌧凌‘て

Tvcの試験ま竹ない、昭和掴昇疾1て胴2号機略穴

穿3号斜学衛星を打ち」＝ゆう計画であな。

　　　　　　　　　　　⑧

」
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　2次噴肘液ドつ・、てば、これま減てフレ才ン22，フレオ

ン113，目202，フレ才ンlL4B2，過塩素函癸ストロン・ケウムノκ

容液な1と：ごを言錬験しrく二言M－3C型1いよフレオ’ンl14B2芝削

いろミ：：と1くしている。

才2表にTVCI潤する地」喫鹸の系魍を示す。

　なお・、　TVCの了1祭のローノレ’箭1｝砲P，お・よぴ辮受の手丁2ミ．し前

の姿猫｝通御｝乱と．レて1ま、そノ旧来よりのH｛≧02サ・ノiドジ’エット左1罰

いみ。

iD姿豹基摩装置

　ロケットま牙2段ヵ、ら制御すゐ場合1て委勢基摩装置ぱヒ触

今フ・口久ラムの導・入バ可能総わのにするゆ雫ヵくあみ1ミらに

制御の精蜜化1ミ対応すゐ蒲魚差わっ1く穿勢基奉ヵ爵求される。

　ミの2点ごを考ヲ慧、して、まずこれまでの2自三度iジマイロ1て

まろ騨さ；旧事茨．置レミ、　レゾルバを腐＼レてヒ。ヅ手フ。ロク・ラムカく

導入鍵茄磁閣慰1てべ鷹レ49こ勅喫験に恥
鞭煎れ、瀬肋綴能力確認で搬袷リ，レ4sc－2曲

引さ続いて梗用すみ計画であろ。

湿し鉾0高薪痩化｛講三眠2倉厳ジャイロの代わ

り1く、ビッ・ケ1ヨー両’軸1ミ対・レマレー・ト積分ジャ！i1］三削い
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1．科営衛監†画の経週

　わが国の科営衛星計画1ま．ヨ三和38年K行をわ〃、た営術会

議主催の利一語素星ンン府ジウムを契：機として，昭和40耳・か．

ら図ロケットによる科学衝星訂画として具体的ケ検討が聞始

ざれた。二の心心は詔和47耳の宇宙論旛議会κお吐｝て審

占縦へその糸課として「人工衛星打上1旛よびその利用に

益すう則胎r酬（つ1，てJの鑑勧初》く，昭和4Z年皮を

目標六第1号斜学衛星心打ちよ．’ブ，昭和45．年魚までマく数個

の科ノ霧遅を打ち上げることを目芋票乙することが述べ擁して

llう。

　斜面衛星の開発’1さこの逮議’てもとつ“いて岡ロケットの朗考己　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l；’
・と並亡し’ﾄ細猟，賄・45年z月のレ45一駄よ勃

斌国初の人工衛星「あ・おすみJ，高和48年Z月のP1－45。Z　　l

1こよ醐鱗星r臥ぜりJκ5藤壷期月κは民心　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
科営’衛星「しんぜ1，」を軌道1この《うことに威逼，数直ぐの

宇留科誉，観ヲ則の承果’E挙1す’うことが出来た。これに引続Pて

昭和4仁7年8月1て’さ’「4－45－4’て」り第2，男手十》ぎ衛星∫～E×5

の打上ゆ左行なう予楚であろ。’

（2D

1

Z．　第3易》人戸年の科学衛星言r画のオ託専とその1夢P養更蒙

　：第3易北斗学うず彦星．βRAT：β1‘ま．当初1＞1－4S－C　ロ　ケ　ッ　ト’くよっ　　　一

て昭和48’・年1隻K打ち工」ずう予定で，昭和45：年度1～’まその

フラづト’モ・デノしを宅7諭してDろカザノエ，1くあ’1⊃て：丞〈ぐら廿、て

1，る篠1〈，岡一3Cロケットの訂画慶重1くとも毎1㌧朗和49

犠画一3e21（よ‘）打却ナ“葡師ことκしブ〈ll・・●

　笏与呂科学衛星ご02’Sハは，当初の．計画でIJ髭面約90七一

500κ”しの略円心算予定して1脈が，後’て述べうようんそ

硬量脚7鞠で製洞心意，詠　樋ノくつ・て’」．

そρ後のミッラヨン解拗てδって近地点350々・・，選地点・

600繊としkので，岡一3cロケットで’打上げ呵能であワ．

露和50年座ノこト1－3己’3’〈，より打よ．け“’うこと1くした‘ノ。

　な’∂5’これらの孝斗唇歯旨星，の打ち」二’ブ1〈芝」立って，　L－4β㌧6

呵破猷て1嚇蜘扇面咋3説鋤こ邸●
よって3五心衛星1（便用予更の地石蝋琶刹厄した孝勢宕

’定画趣ラステムの多式験：乞行な’8，・たnとノ考之てDう。

　また」二述1の」＝う心惑†画変更1くとも7Dノ第一号君ぢ71菊星三

×0β一ハは1＞1一身βノイロケット1くよリヨZ1和5’1年ン度’でノ第6号

科誉衛呈匠XO面一Bば岡一4S話ロケッ1一によリ％和5’Z与度

にそ八ぞ翁忌∫上げバ8…進期した1、。

　こ蘇らの科営衛呈訂画の一覧乏第正’1表’く示0す。

Q2）
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第二1表　科営偉了星計画一覧表．　ぐ昭和47．年7月改言丁）

響

与次 科誉衛星 高度 重量 ロケット 備　考

昭和46年 才喝科営衛星
　｝ζ肌
Xワ0

66k3
性as－3 ’蜘一〇90－A

岡S－Fztんせら ＾’ P，970
「 曾　　「 一曹，，「π

．一47耳 学z号稽衛星．． 5DO 75 性4S4 電1皮探側衛星
REX3． ～3，000

一■

．一幽一弓
ｽ

言

4『年 矛3号科細引 Z50 ’75’ 岡一3ピ エアロノミー衛星

SRAT5 i～乙000

50年 桝号科学衛星
一，．，

R写0 ク5’
・曹

}一3C
9縮放射線衛星

COR3A ～600 t

∩
，齢に各∂面。

51年 才5暑構衛星 250 r85グ 性耳SH∠ 　　　　一甲結C圏衛星．
E×OS一ハ

ん4，ρoo．

一■

」 （局面虚）．

5z午
莞・弱斜学衛星EXOS－B

500
`3D，ODO．
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